
雁光の導き
雁行操作により 人と自然を導き入れるリノベーション

■ 公共性と滞留性に基づく機能計画

■ 雁行操作による環境改善

01.Concept 02.Masterplan

03.Form Manipulation

■ 雁行操作の改修
リノベーション

東北大学は「門戸解放」（市民が学術文化に触れつつ憩える環境に配慮したキャンパス）とい
う指針を掲げている。しかし、設計対象である川内キャンパスは現在、地域住民の流入が少な
く、学内で閉鎖した環境であることが調査から分かった。

そこで、雁行という形態操作によって既存の寸法やプロポーションを活かしつつも新旧が連続
的につながり、風や光を引き込む隙間を生み、人々を導く新たな川内キャンパスの目的地とな
るようなリノベーションを提案する。

既存の躯体 雁行操作のリノベーション 風や光を引き込む 内部空間へのアトラクター

■ Engineering×Design の設計フロー

Design Flow

Engineering Flow

02.  Masterplan01.  Concept

公共性 /滞留性評価
公共性 /滞留性評価

利用者インタビュー
機能決定

実地調査（対象建物）

ブレインストーミング・スケッチ
大学調査（方針・キャンパス計画）

実地調査（キャンパス全体）

庇長の決定 回転角の決定
ルーバー間隔ライトシェルフ

既存建物環境解析（光 /風） 敷地周辺風環境解析
改修後敷地周辺風環境解析

既存敷地周辺風環境解析
適正照度範囲の設定

本棚の配置

床下空間の利用

レベル差によるゾーニング

動線計画

素材の検討
新旧対比と連続性

自然換気の確保 接合部の検討

机椅子の設計
レインガーデン

可動式什器の設計

外部空間への染み出し
目的地としての 2棟

緑のカーテン

照度の時間変化解析

既存建物環境評価（BEI / CASBEE）

03. form manipulation 04.  Function Arrangement 05.  Effect

場所 建物名称 施設的公共性 施設的滞留性 地理的公共性 地理的滞留性 乖離度
A01 教育・学生総合支援センター 4 1 5 2 1.41
A02 講義棟A棟 3 3 5 4 2.24
A03 講義棟B棟 3 4 5 4 2.00
A04 講義棟C棟 3 3 5 3 2.00
A05 マルチメディア教育研究棟 3 3 5 1 2.83
A06 学生実験棟 3 3 4 3 1.00
A07 川北合同研究棟 2 4 3 4 1.00
A08 国際文化研究棟 2 4 3 3 1.41
A09 保健管理センター 4 1 2 3 2.83
A10 教育研究基盤支援棟 4 2 3 2 3 0.00
A11 教育研究基盤支援棟 5 2 3 1 2 1.41
A12 国際交流棟 4 3 4 3 0.00
A13 学生相談所 4 1 1 3 3.61

B01 川内厚生会館 5 5 5 3 2.00
B02 川内サークル部室棟 2 2 2 1 1.00
B03 川内課外活動共用施設（川内ホール） 2 2 3 1 1.41
B04 川内体育館（川内アリーナ） 5 2 4 1 1.41
B05 川内サブアリーナ 5 2 4 1 1.41

C01 東北大学附属図書館 5 5 3 4 2.24
C02 入試センター 1 1 1 2 1.00
C11 文・法合同研究棟 2 4 2 2 2.00
C12 法学研究科棟 2 4 2 2 2.00
C13 文学研究科棟 2 4 2 4 0.00
C14 文科系総合研究棟 2 4 2 4 0.00
C15 文科系合同研究棟 2 4 2 4 0.00
C16 経済学研究科棟 2 4 2 4 0.00
C17 経済学研究科演習室 1 2 1 4 2.00
C18 中講義棟 3 3 2 4 1.41
C19 文科系総合講義棟 3 3 2 2 1.41
C20 文科系厚生施設（メイプルパーク川内） 4 4 2 3 2.24
C31 植物園本館 5 2 1 4 4.47
C32 植物園津田記念館 5 2 1 4 4.47
C33 森の道 5 2 1 4 4.47

0.00
D01 百周年記念会館（川内萩ホール） 5 3 2 4 3.16
D02 弓道場 2 2 1 3 1.41
D03 沢の道 5 4 2 5 3.164 つの指標を 5 段階で評価し、乖離度を求めた。施設的側面と地理的側面で公共性と滞留性のバ

ランスがずれている程、乖離度が大きくなり、施設機能と地理条件が一致していないことを表す。

川内キャンパスの施設を施設的側面と地理的側面に分けて公共性と滞留性をそれぞれ分析した。

■ 公共性と滞留性による評価

施設的公共性
｜利用者の多様性
｜利用する頻度

地理的公共性
｜結節点との距離
｜周辺歩道

施設的滞留性
｜利用時間
｜活動の種類

地理的滞留性
｜自然環境
｜周辺の車通り

地
理
的
側
面

施
設
的
側
面

※道は、人が集まる場所の近くやそれらをつなぐように配置されていることで、公共性が増す。
　一方で、車などの騒音の原因となる交通量が増えることによって滞留性が減る。

乖離度を地図上に表現し、施設機能と地理条件が一致していないエリアを浮き彫りにした。
Area1
→プラザは賑わい、並木道は閑散

川内駅からプラザ方面への道 並木道から川内駅方面を見る

Area2
→閉塞感のある学生相談所

国文研から見た学生相談所並木道から学生相談所への道

Area3
→市街からアクセスの悪い植物園

東北大学植物園出口 植物園津田記念館（C32）
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■ 実地調査からの分析

対象建物周辺に着目すると、研究棟周辺には学生支援施設が、食堂の奥には
植物園などの豊かな自然環境があることが分かった。

北

高度教育・学生支援機構
高大接続と入試，全学教育の開発と推進，高
等教育国際化の推進，学生相談と学生支援，
保健管理と健康指導，高等教育の研究と開発
を行い，これらの成果を評価分析し，質的向
上を図る各種の専門性開発活動を行う総合

的な役割を果たすことがミッションである

食堂

地域住民が足を運ぶエリア

植物園
散策路

文系キャンパス

ハルニレの木

仙台城
二の丸跡

川内萩ホール

図書館

研究棟

学生相談所

入試センター

保健管理
センター

教育研究基盤
支援棟

国際文化
研究棟東棟

教育・学生
総合支援センター

学際融合教育
推進センター

国際交流棟

講義室・演習室
研究室
教員室
国際交流推進室
資料室

国際交流支援
キャリア支援
学習支援
カフェ
購買（資格語学）

食堂
カフェ
購買

（小説文庫/資格語学）
キャリア支援室

食堂
ブックカフェ

（小説文庫）

0 400m

ロータリーを走る地域住民 文系食堂から見た森の道

道路から研究棟を見る 研究棟東棟から見る

周辺環境と視線的にも空間的にも断絶

食堂を境に地域住民の流入が断絶

■ リノベーション計画

食堂
→地域交流カフェテリア
｜地域住民と植物園方面に導き入れる

｜文系学生に自然環境を導き入れる

食堂
カフェ
購買

（小説文庫/資格語学）
キャリア支援室

食堂
ブックカフェ

（小説文庫）

◆導き入れるための機能計画

研究棟
→学生支援コモンズ
｜青葉山キャンパスの学生を導き入れる

｜プラザに集中している賑わいを並木道に導き入れる

｜東北大に興味のある学生を導き入れる

講義室・演習室
研究室
教員室
国際交流推進室
資料室

国際交流支援
キャリア支援
学習支援
カフェ
購買（資格語学）

◆導き入れるための機能計画

分析より下記のように機能計画を設定した。食堂は「キャリア支援室」「資格語学書籍」
機能を研究棟の支援機能に集約し、空きスペースをブックカフェとして拡張すること
で地域住民を巻き込んだ利用の平準化を図る。一方、研究棟は研究室や講義室を縮小し、
1F にカフェを入れ、上階には多彩な学生支援機能を集約することで他キャンパスや東
北大に興味のある学生を引き込む。2 棟ともキャンパス内での新たな目的地となる。

▲改修前 滞留性/公共性評価

◆ 庇と縁側

庇とその下の縁側は内部とのバッファーとなる

◆ 雁行屋根の採光

雁行する屋根は内部により多くの光を届ける

◆ 風光の道

雁行して持ち上げた空間は風が抜ける

▲照度解析 夏至 1F 12:00▶

▲照度解析 冬至 1F 12:00▶

▲ 風速解析 風速 :3.5m/s  風向 : 南南東 

■ 木材による増築
屋根 | ガルバリウム鋼板
＋カーテンウォール

（Low-e 複層ガラス）

木質ラーメンフレーム
柱 |500×500
大梁 |240×700
小梁 |180×360 @1000

既存躯体
+RC 耐力壁

庇
屋根 | ガルバリウム鋼板
垂木｜45×75 @300
梁 |120×180
柱 |120×120

◆ 接合部

■ 鉛直方向の雁行操作ダイヤグラム

既存躯体のボリューム ① 地域と自然をつなぐようにボリュームを増す ③両方向に対してしつらえを整える② 2階・吹き抜け・庇の違いをつくる

■ 食堂現状分析

購買

食堂

事務室

倉庫

ホール
バック
ヤード トイレ

キャリア支援室

カフェ

厨房準備室

1F 春分 12:00

◆ 環境解析
・中央部の照度が低い
・通風が悪い

◆ 空間利用
・周囲の自然環境と断絶
・キャパシティ不足

混雑時のキャパシティ不足と中央部の照度と通風が課題であった食堂は、鉛直方向に雁行操作を行った。照度解析と風速解析を繰り返しなが
ら2段目の屋根高さ・軒の出・ライトシェルフ形状等を決定した。これにより、中央部に光が取り込まれ、多軸的に風が通る環境を実現すると共に、
市街地側と植物園側を中央の吹き抜け空間で繋ぎ、地域住民が食堂奥の自然に触れるきっかけの場となる。

空き教室と中廊下の照度と通風が課題であった研究棟は、水平方向に雁行操作を行った。照度解析と風速解析を繰り返しながら回転角度・
ダブルスキンの間のルーバー形状等を決定した。これにより、中間期の風を建物全体に取り込み、自然光のムラを生む環境を実現すると共に、
壁による閉鎖的な空間から木枠による緩やかなゾーニングとなり、フリーアドレス的に学生が集まる場となる。

■ 水平方向の雁行操作ダイヤグラム

既存躯体のボリューム ① 利用率が低い部屋の壁を抜く ② 残りのボリュームを45度回転させる ③ RC躯体の上に新たなフレームを組む

■ 研究棟現状分析

■ 木材による新たな空間レイヤー

カーテンウォールダブルスキン
（Low-e 複層ガラス）
+ 木製ルーバー
+ 木製フレーム + 雑壁

カーテンウォールダブルスキン
（Low-e 複層ガラス）
+ 木製ルーバー

既存躯体

◆ 接合部

ガセットプレート

アンカーボルト

ドリフトピン

既存壁
+ 木製フレーム（300×400）
+ カーテンウォール

（Low-e 複層ガラス）

2F 春分 12:00

◆ 空間利用
・教員控え室や物置など
・均質な空間の積層

◆ 環境解析
・中廊下の照度が低い
・中間期の風を取り込めない

◆ ダブルスキンと換気

ダブルスキンによる断熱と自然換気を両立

◆ 緑のカーテンと視線

緑のカーテンで日射を防ぎつつ視界は開ける

◆ 突き出したボリューム

雁行操作により光のムラが生まれる ▲ 照度解析 夏至 2F 12:00 ▶

▲ 照度解析 夏至 1F 08:30 ▶

▲ 風速解析 風速 :3.5m/s  風向 : 南南東 ▶



■ 照度を手掛かりとした什器と空間利用計画 ■ 雁行操作がキャンパスや建物周辺に与える影響04.Function Arrangement 05.Effect
■ 照度変化と快適性に基づく什器配置 ■ Example 食堂 1F　ー時間帯によって表情を変える風光の道ー
内部利用者の快適性を向上させるために、適正照度範囲の設定とそれに基づく機能や什器の配
置を行った。一日の照度変化が大きい空間を団欒空間、小さい空間を作業空間とし、各機能の
配置・形状調整を行い、それぞれの空間の適正照度範囲から照度快適性を検討し、照度快適性
が高い空間には腰高の低い什器、照度快適性が低い空間には腰高の高い什器を配置した。

雁行操作によって、光が差し込み中間期には心地よい風 ( 風速 1.0m/s 前後 ) が抜ける雁行路。日中の食堂利用時には多くの人で行きか
うため、中央の道の照度快適性は低いものの、照度が高く明るい空間とした。ブックカフェとしての利用が広がり、地域住民も多く利
用するようになる夕方は、団欒空間として照度快適性が高いと評価できる緑色（300 lx 程度）の分布が多くを占めており、おしゃべり
をしたり、本を読んだりするのに適した空間となる。道に面するベンチは、可動式で、昼の混雑時には、テーブルとして使用でき、閑
散時には、ベンチとして使用できる（右図）。また、上記のような一日の中での利用の変化に合わせて、昼間は既存の RC の躯体の主張
が強く、夜間は木材の主張が強くなるようにルーバーと照明を計画した。
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適正照度範囲
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ルーバー天井
LED 照明▲天井・照明計画
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食堂利用 作業空間

▲照度解析 冬至 1F 12:00 ▲照度解析 冬至 1F 15:00

1200

450

500

角型什器 円型什器
可動什器

一日の照度変化が小さい
▼

作業空間向き
一日の照度変化が大きい

▼
団欒空間向き

一日の照度変化 大小

照度快適性 高低

照度快適性が高い
▼

腰高の低い什器

照度快適性が低い
▼

腰高の高い什器

団欒

腰高

作業

腰低

団欒 腰低× ■ 建物周辺に風を引き込む
このリノベーションによって周辺環境に与える影響を評
価する。広域での風解析から、川内キャンパスは夏季の
南東の季節風をうまく取り込めておらず、特に 2 棟の周
辺にはほとんど風が吹かないエリアが存在していた。雁
行操作による外部形状の変化は、右図のように建物周辺
に適度な風を送る効果をもたらした。

また、公共性と滞留性の評価に基づくリノベーションを
した 2 棟はキャンパス内の新たな目的地として機能し、
キャンパス内の施設機能と地理的条件の乖離を小さくす
ると評価できる。

このように、公共性 / 滞留性の評価に基づく雁行操作の
リノベーションは、建築内部に適切な風 / 光環境をつく
りだすだけでなく、外部空間にも風の起伏をつくり、キャ
ンパス全体の効果的な利活用を促進することができる。
この手法は、他の建築物や建築群に対しても活用でき、
環境改善と人流の制御を同時に図ることができると考え
られる。

■ 乖離の減少

▲｜広域風解析｜敷地上空風(GL+20m)｜冬季

winter

・夏季同様に川内キャンパス西側の風速は比較的遅い。
・北東から早い風が入り込み、体感温度は低くなると考えられる

研究棟
食堂

▲｜広域風解析｜敷地上空風(GL+20m)｜夏季

summer

・南の山に遮られ、川内キャンパスに入る風速は小さい
・川内キャンパス東側に比べて、西側が風速がやや弱い

研究棟

食堂

▲改修後風解析｜風速:1.0m/s｜風向:南南東｜夏季▲既存風解析｜風速:1.0m/s｜風向:南南東｜夏季

▶

▲改修後風解析｜風速:1.0m/s｜風向:南南東｜夏季▲既存風解析｜風速:1.0m/s｜風向:南南東｜夏季

▶

▲改修後 滞留性/公共性評価

RC の躯体の上に同じグリッド寸法でありながら 45 度回転させた木の新たなレイヤーを加えることで、既存の壁と柱による区分けを解体し、雁行し
た内部空間を生む。また、木のレイヤーに沿って本棚などを配置することで、分節された空間内での色づけをしていった。3F が資格や語学などの学
習支援。4F が学生生活や就職活動などのキャリア支援に関する書籍が置かれている。もちろんその空間内で利用することもできるが、照明解析に基
づく多様な什器配置を立体的に展開したことで、近接する作業空間や、カフェ機能と共に高度教育・学生支援機構の研究成果を展示している 1F 2F
にも、フリーアドレス的な利用を促す空間となっている。また、隣接する国際文化研究棟東棟とは、1F と 3F から引き込み、利用・交流を図る。
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E V

ロータリーから人を
導き入れる動線を整備

植物園へと続く散策路を整備

レインガーデンを整備

縁側へのアプローチ

散策路【既存】

E V

吹き抜け

木質ラーメン構造で 2 階部を増築
する構成は、分かれつつも連続し
ている両義性を持つ空間とした。
グリッドフレームを継承したこと
で生まれた小梁の間隔スケールを
既存の RC 躯体のルーバー天井に
も適応させることで、1 階は昼に
RC の主張が強く、夕方以降は木
の主張が強く、逆に 2 階は RC の
梁スパンで間接照明を設置するこ
とで昼は木の主張が強く、夕方以
降は RC の主張が強くなる両義性
をもった空間となっている。
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カフェ厨房

ラウンジ

▼

▼

トイレ

倉庫

EV

◆ ブックカフェ付近
　ー本を守る本棚配置ー

◆ 二階席　ー照明計画による表情の変化ー

◆ レインガーデンと縁側　ー庇がつくりだす親緑空間ー

本棚配置は、雁行操作
によって取り入れた直
射が当たらないように
配慮して設置した。一
日を通して照度変化が
小さい窓際の席は、ゆっ
たりと本を読み、作業
することができる。

南面に増築した庇部分は、日射
を和らげると共に、自然との接
触面を大きくし、食堂が休業日
でも利用できる親緑空間となる。
また、庇の先のレインガーデン
は、蒸散効果で涼しい風を室内
に運ぶ。
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国          際           交          流
　3          F          L               - -          4           0          0

語          学          学         習
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倉 庫
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4 F L   - 400 

キャリア支 援
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リフレッシュ
スペース

吹き抜け
EV

4FL
+1,000

◆ 1F ラウンジ
照度変化が大きい 1F の南側のラウンジ空間とし、カフェ利
用者がくつろぐ共に、利用者が頻繁に入れ替わる出会いの空
間でもある。

◆ 2F
RC の躯体の主張が強いが、吹き抜け空間側は増設した木製
フレームが表しとなり、木の主張が激しくなる。

◆ 3F 学生支援
全学教育のサポート（SLA）など、学びの交流拠点空間。
一日を通して窓際は照明が高く、内側は安定した照度。

◆ 4F キャリア支援

説明会利用時 団欒利用時

面接練習や就職説明会などを行うことができる。
照度変化の大きい南面は、多様な利用ができるような什器配
置としている。

■ 壁による区分けの解体■ 両義性をもつ空間

2F 

1F 
1F 

2F 

3F 

4F 

◆ 環境性能評価
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◆ 窓際席

▲プラザ方面からの
　アプローチ

図書館方面からの
アプローチ▶

◀駐車場 搬入路

市街地方面▶

◀植物園方面

◀青葉山キャンパス側
　からのアプローチ

野外広場としても使える
駐輪場

照度変化の大きい窓際席は、たまり場が時
間とともに変化する。

0m 5m 10m 15m 20m

0m 5m 10m 15m 20m

12:00

19:00
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間接照明

LED 照明

食堂の混雑緩和が期待できる二
階席は、混雑時以外は作業空間
として集中できるように快適性
が高く、安定した照度に調整し
た。
夜になると、一階は暖色照明を
使用しているのに対して二階は
白色の間接照明を用いて、木造
増築でありながら、既存 RC を
連想させるような表情となり、
昼夜の機能変化と伴って空間の
質が変化する。

天井・照明計画▼

×作業 腰低×

作業 腰低×

団欒 腰低×

作業 腰低×

腰高作業 ×

団欒 腰高×

風光の道に沿って
雁行していく床テクスチャ

一階の食堂部分は一体空間であるが
ルーバーによって視線と日射が場所ごとに
異なる遮り方がされることで、
場所・時間によって多様なたまり場を生む

市街地側へと続く
新たな道を整備

雁行操作によって生まれた重なり部分は
吹き抜けとなっており、PS として機能する

機能ごとの書籍がおかれている本棚
施設内で読むことも、購入することもできる

最上階のリフレッシュスペースは
外部空間となっており、息抜きができる

1 段下がっていることで適度に
視線が遮られ、相談しやすい空間

デッドスペースは
倉庫として活用

1 階は本棚ではなく、
ルーバーによる空間が区分けされていることにより、
より開放的なエリアとなっている

2 階の中でも場所によって異なる
照度分布に対応したソファーや角形机の配置

団欒空間を想定している
1 階は円形机を設置

吹き抜け空間は
主に半階分上げた部分にすることで
必要以上の容積をつくらない

縁側を含む外部空間は食堂が休業日でも
親緑空間として機能する

既存配管をなるべく活かせる
ように厨房やトイレの位置は不変



説明パネル

◆ 建築環境デザイン×建築設計D×建築環境性能評価論
　この作品は、東北大学における「建築環境デザイン」「建築設計D」、同大学院の「建築環境性能評価論」という 3つの合同講義を通して設計した。
この合同講義では、東北大学内に所在する 2つの建物を対象に、BEI 評価によるNet ZEB、CASBEE-S ランク＆5 Green Star 取得を前提とするリノベー
ションに取り組む前年度までとは異なる形式となった。
　学部 4年の意匠系学生 2名と環境系学生 1名、大学院 1年の環境系学生 1名を基本とした、学年や専門分野を越えたグループワークである。（本グ
ループは欠員が出たため、意匠系学生 1名、環境系学生 2名で設計した。）

◆ 課題コンセプト
　設計に際し、スタジオマスターである坂牛卓教授（建築家・東京理科大学教授）より「あなたを表現せよ」というコンセプトが与えられた。用強
美のうち、「用」に分類される環境設備と「美」に分類される意匠を同時に設計し、「クライアント」としての東北大学とそれを取り囲む「社会」と
しての物語を構想する。その上で、「あなたらしさ」をどう表現するか、リノベーションにおいて、「設計者として何を残すか」が今回の課題で特に
求められた。

　本設計では、雁行操作によって環境改善を図ると共に、周辺環境から導かれた機能計画とそれに適した内部環境を設計した。既存躯
体が RCであるのに対して改修部分は主に木材を用いているが、雁行操作によって既存の寸法やプロポーションを活かしたことで、新旧
の対比をつけながらもどこか連続性のある空間が生まれた。また、他の提案が建築設計の主に形態決定プロセスに環境評価を用いてい
るのに対し、本設計では、形態決定プロセスのみならず、マスタープランの段階から内部の機能配置やディテールまで数値的に検討を
していることにより、意匠性と合理性を兼ね備えた提案となっている。

■ 課題説明

● 冷房：室温 26℃、暖房：22℃における最大熱負荷（東京）
　食堂：冷房 244W/m^2　暖房 157W/m^2
　コモンズ：冷房 202W/m^2　暖房 171W/m^2
● 室温による補正熱負荷 (W/m^2)
　冷房　24℃ ：+24
　暖房　24℃ ： +19　

● 地域補正係数
　東京　冷房 ：1.00　暖房：1.00
　仙台　冷房 ： 0.84　暖房 ： 1.12
● 研究棟の空調負荷
　冷房： (202+24)×0.84×988.2=187.6kW
　暖房： (171+19)×1.12×988.2=210.3kW

● 食堂の空調負荷
　冷房： (244+24)×0.84×1292.6=291.0kW
　暖房 ： (157+19)×1.12×1292.6=254.8kW

■ メンバー

志村 裕己
SHIMURA HIROKI

東北大学工学部
建築・社会環境工学科
地震工学研究分野
学部 4年
担当｜設計統括 /意匠設計

小室 幹
KOMURO KAN

東北大学工学部
建築・社会環境工学科
サステナブル環境構成学分野
学部 4年
担当｜光環境解析

樋口 陽太
HIGUCHI YOHTA

東北大学大学院
都市・建築学専攻
サステナブル環境構成学分野
修士 1年
担当｜風環境解析

◆ 空調負荷の算出
社団法人  空気調和・衛生工学会の SHASE-S 112-2009 「冷暖房熱負荷簡易計算法」を参照し、2棟の
夏季・冬季における空調負荷を概算した。CASBEE S ランクを実現すべく、コモンズでは夏季・冬季
ともに 24℃、食堂では夏季 24℃・冬季 22℃の室温を確保するための最大熱負荷を算出している。
資料から参照し、設定した基準値や地域・季節による補正値は以下のようになっている。また、室
の種類をコモンズは公民館、食堂は飲食店に設定した。最大熱負荷に室温による補正熱負荷を加え、
地域補正係数を掛ける。また、延床面積はコモンズが 988.2m^2、食堂が 1292.6m^2 である。

◆ 評価条件
公共性と滞留性を評価する際の条件を以下のように定義したことから評価を進めた。
●定義
　公共性「人の引き込みやすさ」
　滞留性「どれだけの時間そこを利用するか」
　施設的○○「キャンパス内の建物や散策路」
　地理的○○「その施設がある地点やその周辺の地形や交通状況」
●道路
　道は、人が集まる場所 (＝目的地 ) の近くやそれらをつなぐように配置されていること
で公共性が増す (＝公共性増加要素 )。また、主に自動車の交通量が増えることによって
滞留性が減る (＝滞留性減少要素 )
●リノベーションによって変えられるもの

◆ 食堂 ◆ 研究棟

◆ 乖離度
評価条件によって生まれた 4つの指標 5段階評価から乖離度を求めた。乖離度は地理的要素と施設的要素
をそれぞれ、公共性と滞留性の軸にプロットしその距離を計算したものである。計算された値は、施設機能
と地理条件がどれだけ一致していないかを示すことになる。この値をいかに小さくするかを本設計では 2
棟を提案する上での共通する課題の一つとして設定して設計を進めた。

■ 解析環境
◆ 光環境解析
光環境解析には、「Lumicept」を使用した。Lumicept は、
空間内における光の挙動を再現し、光の分布や電波を把
握するために使用されるハイブリッド光シミュレーショ
ンソフトウェアである。

Lumicept では輝度分布や照度分布など、様々な光の挙動
を確かめることができるが、本作品では解析条件をモン
テカルロ法での照度分布に設定した。また、一日の光環
境の変化、および年間の平均的な光環境検証のため、春
分の日（3月 21 日）、夏至（6月 21 日）、冬至（12 月 23
日）の 9時、12 時、15 時それぞれにおいて、直射光と
天空光による光環境の解析を行った。

◆ 風環境解析
建物内および敷地周辺での風環境解
析のために FlowDesigner を用いた。
改修前の建物内、敷地周辺での初期
解析ののち、改修後でも同様に風解
析を行い、風環境の改善を確認した。

● 解析条件
　乱流モデル：修正 L-K モデル

● 外気条件
　観測地点：仙台管区気象台
　（北緯 38 度 15.7 分 東経 140 度 53.8 分）
　観測点高さ：52.6m
　風向風速：中間期、北北東 3.4m/s

[ 研究棟 ]
総メッシュ数 ：約 2,000,000
最小メッシュ幅：約 3.5m
解析領域 (m)：70×35×30
[ 食堂 ]
総メッシュ数：約 2,000,000
最小メッシュ幅：約 3m
解析領域 (m)：65×65×25

● 解析領域
　[ 川内全体 ]
　総メッシュ数 ：約 500,000
　最小メッシュ幅：約 25m
　解析領域 (m)： 400×550×54

◆ 太陽光パネルの設置
各棟の屋根面積から、太陽光パネル
の設置面積および出力量を概算した。

■ 公共性 / 滞留性の評価

■ その他

■ 模型写真

●食堂
屋根面積は、上から 2段目までの屋
根に置くと考えて、525m*2 となる。
このとき、太陽光パネル総面積は、
525×1/2×2/√3≒300m*2 である。
設置枚数は 300/(1.559×1.046)=183.9
→約 184 枚より、出力量は
360×184×1/1000=66.2KWとなる。

●研究棟
屋根面積は 14.1×27=380.7m*2
パネルは南向きの傾斜 30 度の架台設置型のものと考え、
またパネルの設置やメンテナンスのためのスペースの確
保のために
パネル総面積のおよそ 2倍の屋根面積が必要であると考
えて、太陽光パネル総面積は、380.7×1/2×2/√3≒
220m*2 とした。
また、設置するパネルを東芝の SPR-X22-360（1 枚あた
りの大きさ 1,559mm×1,046mm、最大出力 360W）とし
た。
このとき、設置枚数は 220/(1.559×1.046)=134.8→約
135枚より、出力量は360×135×1/1000=48.6kWとなる。

▼

リノベーション対象建物のみ変更可能

対象建物のリノベーションによって
周辺建物が変更される 本課題では変更不可

◀
改
修
後
公
共
性/

滞
留
性
評
価
表

場所 建物名称 施設的公共性 施設的滞在性 地理的公共性 地理的滞在性 立地適正乖離度
A01 教育・学生総合支援センター 4 1 5 2 1.41
A02 講義棟A棟 3 3 4 4 1.41
A03 講義棟B棟 3 4 4 4 1.00
A04 講義棟C棟 3 3 4 3 1.00
A05 マルチメディア教育研究棟 3 3 5 1 2.83
A06 学生実験棟 3 3 4 3 1.00
A07 川北合同研究棟 2 4 3 4 1.00
A08 国際文化研究棟 5 3 5 3 0.00
A09 保健管理センター 4 1 4 3 2.00
A10 教育研究基盤支援棟 4 2 3 2 3 0.00
A11 教育研究基盤支援棟 5 2 3 1 2 1.41
A12 国際交流棟 4 3 4 3 0.00
A13 学生相談所 4 1 4 3 2.00

B01 川内厚生会館 5 5 5 3 2.00
B02 川内サークル部室棟 2 2 2 1 1.00
B03 川内課外活動共用施設（川内ホール） 2 2 3 1 1.41
B04 川内体育館（川内アリーナ） 5 2 4 1 1.41
B05 川内サブアリーナ 5 2 4 1 1.41

C01 東北大学附属図書館 5 5 3 4 2.24
C02 入試センター 1 1 1 2 1.00
C11 文・法合同研究棟 2 4 2 2 2.00
C12 法学研究科棟 2 4 2 2 2.00
C13 文学研究科棟 2 4 2 4 0.00
C14 文科系総合研究棟 2 4 2 4 0.00
C15 文科系合同研究棟 2 4 2 4 0.00
C16 経済学研究科棟 2 4 2 4 0.00
C17 経済学研究科演習室 1 2 1 4 2.00
C18 中講義棟 3 3 3 4 1.00
C19 文科系総合講義棟 3 3 4 2 1.41
C20 文科系厚生施設（メイプルパーク川内） 5 3 5 3 0.00
C31 植物園本館 5 2 3 4 2.83
C32 植物園津田記念館 5 2 3 4 2.83
C33 森の道 5 2 4 4 2.24

D01 百周年記念会館（川内萩ホール） 5 3 2 4 3.16
D02 弓道場 2 2 1 3 1.41
D03 沢の道 5 4 2 5 3.16


